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あとがきにかえて
私たちの恩師中村先生はし、よいよ平成 7年 3月をもって定年御退職されることになった。こ
の『東北大学言語学論集』第4号は、ささやかではあるが、卒業生や先生にゆかりのある方々
が感謝の意をこめて先生をお送りする「記念号」とさせていただし、た。昭和45年に御着任以来、
学生の教育指導はし、うに及ぼず、研究室にかかわる諸事一切を円滑に進められてきた先生に心
からお礼申し上げる次第である。本論集に寄稿くださった方々におかれでもあらためて、時の
過ぎ来し早さにそれぞれの感慨を抱かれつつ筆をとられたのではなかろうかと拝察申し上げる。
周知のとおり、先生の御専門は朝鮮学である。現代朝鮮語の習得もおぼつかぬまま、講義や
演習に出席して、中期朝鮮語をはじめとする難解な原文やさまざまな問題に悪戦苦闘させられ
た経験をなつかしく思い起こすのは筆者だけではないだろう。また、パウルやカールグレンや
サピアといった言語学者の古典をじっくりと時間をかけて読んでいただいたことなども、私た
ちにとってかげがえのない財産となっている。間口がすこぶる広い言語学のこと、毎年各人各
様の興味をもって研究室に入ってくる学生の対応には大変なご苦労をされたに違いないが、先
生は、それぞれの個性を尊重されながら、対象とする個別言語をしっかりと身につけることの
大切さを説かれる一方で、まずなによりも言語というものに対する見方・考え方を重視する教
育に意を用いておられた。古典の講読もその一環であったろう。
先生にお目にかかった人ならどなたも同様の印象を持たれると思うが、先生はついぞ人に怒
りを見せたことのない温厚でもの静かな方である。そして酒好きでもいらした。研究室に進学
してくる学生の酒体験は、まず花見をかねた歓迎コンパから始まる。先生のお住まいは最近ま
で三神峯公園とし、う花見の名所近くにあって、そこでしたたかに酔ってから、お宅にお邪魔さ
せていただくのである。毎年恒例のこととはいえ、奥様にはひとかたならずご迷惑をおかけし
たろうと、今なお申し訳なく思う。先生の寡黙は酒の席でもかわらない。しかしそれは、ただ
口数が少ないというよりは、むしろいさぎよい静穏とでも表現したらよかろうか。余分なこと
はくどくどおっしゃらず、とにかくひたむきに酒を飲むとうのが先生のスタイルあるいは作法
とでもいうべきものであったように思う。じっくりと酒を味わいながら、適度に語らい、その
場の雰囲気を楽しんでおられる様子が傍らにいてしみじみと伝わってくるようであった。研究
室恒例の秋の研修旅行は、先生がとりわけ楽しみにされていた行事だった。国民宿舎などの公
営の宿泊施設であまりぜ、いたくはできないが、そのかわり温泉地たるべしとし、う厳重な条件が
ついていて、東北各地にいい湯どころをもとめてでかけたものだ。ひと風呂あびてから、じっ
くり腰を落ち着けて酒杯を傾け、興がのれば朝鮮語で唄のひとつも披露されたことなど、卒業
生一人ひとりに忘れえぬ思い出となっている。
最近いくぶん体調をくずされて、かつてのようにおつきあし巾、ただく機会が少なくなってし
まったことは残念でならないが、先生が一日も早く元気を回復されて、これまで同様ご活躍く
ださることが卒業生一同のなによりの願いであることを記して、筆をおくことにする。
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